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平
条例・規則改廃等
無
重
成 2 5 年
点
款
基本目標 01 戦略プロジェクト
新継別
06 農林水産業費
名
債務負担
なし
継続費
なし
予
算
見
積
項
01 農業費
書
（
１
部(局)名 課(室)名 ）
目
［事業開始 平成18年度 ・ 終了予定 平成99年度］
12,827
要 求 額
計
13,542
財
諸
一
2,139
7,059
4,344
12,581
財
諸
一
12,581
3,280
2,231
7,070
財
諸
一
3,280
2,231
7,070
新規課題：２課題 （政策） ２課題
継続課題：６課題 （政策） ４課題
（外部） ２課題
【実施主体】
県
【対象者等】
畜産業者、県民全般
○事業の見直しの結果
《現制度で事業を継続》
研究評価の結果を踏まえ、政策研究・外部資金の課題を実施する。
（ 予 算 概 要 ）
01. （政策）初産乳牛の移行期に適した飼料の段階的増給法および繋留
条件の検討
823
（継続課題）
酪農経営の収益性の向上のため、生産現場では、徹底的な生産コ
ストの縮減および生産基盤の強化が緊急の課題となっている。県内
の搾乳牛群にしめる初産牛は、３割以上で、疾病や事故が多い。
この研究では、初産牛の分娩前後における第一胃に適した飼養管
理技術を検討し、乳牛の生涯生産性を向上させる。
期間：平成２３年度∼平成２５年度
01. （政策）初産乳牛の移行期に適した飼料の段階的増給法および繋留条件の検討
658
658
3,394
3,394
(一658)
（継続課題）
酪農経営の収益性の向上のため、生産現場では、徹底的な生産コストの縮減および生産
基盤の強化が緊急の課題となっている。県内の搾乳牛群にしめる初産牛は、３割以上で、
疾病や事故が多い。
この研究では、初産牛の分娩前後における第一胃に適した飼養管理技術を検討し、乳牛
の生涯生産性を向上させる。
期間：平成２３年度∼平成２５年度
02. （政策）比内地鶏生産性向上のためのロード種鶏群の改良
02. （政策）比内地鶏生産性向上のためのロード種鶏群の改良
2,849
(財2,186 一1,208)
（継続課題）
県内素雛生産業者からロード種鶏の産卵率の改善が強く求められ
ており、比内地鶏１００万羽出荷目標の早期達成に向け、より効率
的な素雛生産供給体制を整備する必要があるため、これまでの増体
性を維持しつつ、産卵能力が改良された新たなロード種鶏（次世代
種鶏）を造成する。
（継続課題）
県内素雛生産業者からロード種鶏の産卵率の改善が強く求められており、比内地鶏１０
０万羽出荷目標の早期達成に向け、より効率的な素雛生産供給体制を整備する必要がある
ため、これまでの増体性を維持しつつ、産卵能力が改良された新たなロード種鶏（次世代
種鶏）を造成する。
期間：平成２３年度∼平成２５年度
期間：平成２３年度∼平成２５年度
農林水産部
畜産試験場
（単位：千円）
12 農林水産研究推進費
計 上 額
【事業実施の背景】
本県畜産業の生産振興を図るため、家畜及び家きんの改良繁殖並びに畜産経営の改善のための試験
研究に要する経費
前 年 度 予 算 額
当初予算
現
2,139
6,344
4,344
策
要 求 の 概 要
畜産試験場 研究・活動費
継続
財
諸
一
業
政
策 02 融合と成長の新農林水産ビジネス創
施策名 02 新農林水産ビジネスの展開を支える基盤
施策目標 03 生産・消費現場と密着した試験研究の
出
づくり
推進
政
事
度
計上額の概要
（単位：千円）
平 成 2 4 年 度 予 算 概 要
要
03. （政策）牛の暑熱ストレス軽減対策による繁殖機能改善の検討
960
（新規課題）
繁殖牛への暑熱ストレスは、発情微弱や不受胎及び泌乳量低下な
どを引き起こすため、生産現場の収益に悪影響を及ぼす。暑熱スト
レスは酸化ストレスと密接に関わっているため、抗酸化作用を有す
るメラトニンや、メラトニン含有植物の給与により、酸化ストレス
軽減を図り、卵子の質や、繁殖性について検討を行う。また、グリ
ーンカーテンなどを用いた畜舎内環境改善対策と併用することで、
暑熱期における牛繁殖機能改善を図る。
本試験により、夏期の牛生産現場において大きな問題となってい
る、繁殖牛への暑熱ストレス軽減を図り、生産性低下を防止する。
求
の
概
要
計 上 額
03. （政策）牛の暑熱ストレス軽減対策による繁殖機能改善の検討
768
768
1,247
1,247
2,719
2,719
1,564
1,564
(一768)
（継続課題）
繁殖牛への暑熱ストレスは、発情微弱や不受胎及び泌乳量低下などを引き起こすため、
生産現場の収益に悪影響を及ぼす。暑熱ストレスは酸化ストレスと密接に関わっているた
め、抗酸化作用を有するメラトニンや、メラトニン含有植物の給与により、酸化ストレス
軽減を図り、卵子の質や、繁殖性について検討を行う。また、グリーンカーテンなどを用
いた畜舎内環境改善対策と併用することで、暑熱期における牛繁殖機能改善を図る。
本試験により、夏期の牛生産現場において大きな問題となっている、繁殖牛への暑熱ス
トレス軽減を図り、生産性低下を防止する。
期間：平成２４年度∼平成２６年度
期間：平成２４年度∼平成２６年度
04. （政策）アマニ豚の付加価値向上と低コスト化に関する研究
04. （政策）アマニ豚の付加価値向上と低コスト化に関する研究
1,345
(財783 一464)
（新規課題）
飼料用米やアマニ粕をアマニ豚生産に活用することで、その生産
費を低減し、通常の配合飼料と同等程度の飼料費でアマニ豚生産が
可能な飼料給与技術を確立する。もって、飼料自給率の向上も目指
す。さらには米を給与することでオレイン酸向上やさらなる食味の
向上によるアマニ豚の高付加価値化にも取り組む。
（継続課題）
飼料用米やアマニ粕をアマニ豚生産に活用することで、その生産費を低減し、通常の配
合飼料と同等程度の飼料費でアマニ豚生産が可能な飼料給与技術を確立する。もって飼料
自給率の向上も目指す。さらには米を給与することでオレイン酸向上やさらなる食味の向
上によるアマニ豚の高付加価値化にも取り組む。
期間：平成２４年度∼平成２５年度
期間：平成２４年度∼平成２５年度
05.
05. （政策）飼料用米給与牛肉の食味特性の解明
(一2,719)
（新規課題）
飼料用米給与量ごとに試験区、対照区を設定し、飼料用米が食味特性に関与するとされ
る脂肪酸組成が実際に食味にどのように影響を与えているか試験を実施する。
牛肉の食味特性を味覚／嗅覚センサーで成分を数値化し客観的に評価し、くわえて官能
試験で実際に評価を行い、飼料用米給与の効果を解明する。
さらに、飼料用米給与量、出荷月齢、性別、血統などの情報も加えたうえで、今後の飼
養管理および育種改良の指針として活用できる可能性を含め検証する。
期間：平成２５年度∼２８年度
06.
06. （政策）比内地鶏の出荷率向上のための研究
(財311 一1,253)
（新規課題）
比内地鶏の育成期間における損耗のうち、多くを占めるのが圧死によるものである。圧
死はニワトリが外的な刺激に対して過剰に反応することにより発生するため、比内地鶏の
ストレス反応性について行動学的調査並びに遺伝子学的調査を行い、圧死を予防するため
の飼養技術を開発するとともに遺伝子情報を利用した育種選抜のためのマーカーを検索す
る。
この研究により比内地鶏の出荷率を向上させることで、比内地鶏生産者においてはロッ
トあたりの収益性の増加、比内地鶏産業全体においては出荷羽数の増加により処理・加工
・流通産業の振興に貢献できる。
期間：平成２５年度∼平成２９年度
計上額の概要
（単位：千円）
平 成 2 4 年 度 予 算 概 要
要
07. （外部）黒毛和種肥育牛への飼料用米ソフトグレインサイレージ多
給技術の開発
2,935
（継続課題）
飼料自給率向上を図るため、これまで全国的に大家畜への稲発酵
粗飼料給与や中・小家畜への飼料用米給与技術が検討されてきた。
最近では、肥育牛へ飼料用米給与による自給率向上への取り組みが
開始されてきているが、そのほとんどが肥育後期の限られた期間の
みの検討であり、濃厚飼料給与量の代替率としては、少ないのが現
状である。
このため、飼料用米をソフトグレインサイレージとして、肥育全
期間給与する場合の健康に配慮した給与方法を検討する。
求
の
概
要
計 上 額
07. （外部）黒毛和種肥育牛への飼料用米ソフトグレインサイレージ多給技術の開発
1,531
(諸1,531)
（継続課題）
飼料自給率向上を図るため、これまで全国的に大家畜への稲発酵粗飼料給与や中・小家
畜への飼料用米給与技術が検討されてきた。最近では、肥育牛へ飼料用米給与による自給
率向上への取り組みが開始されてきているが、そのほとんどが肥育後期の限られた期間の
みの検討であり、濃厚飼料給与量の代替率としては、少ないのが現状である。
このため、飼料用米をソフトグレインサイレージとして、肥育全期間給与する場合の健
康に配慮した給与方法を検討する。
1,531
期間：平成２２年度∼平成２６年度
期間：平成２２年度∼平成２６年度
08. （外部）木材を微粉砕して原料とする牛の木質飼料ペレットの研究
開発のためのプロジェクト
700
（継続課題）
スギ間伐材、端材等の未利用残材を省エネルギー型微粉砕機で平
均粒径10∼50μmまで微粉砕することにより、リグニンを機械的に
破壊すると共にセルロースを非晶化して牛が木材の糖質を消化でき
るようにする（糖化率 80％以上）。この微粉末を加圧成形して木
質飼料ペレットを製造する。
本木質飼料ペレットのミニマムコストでの製造法の確立と乳牛の
飼育試験による飼料設計を行い、事業化を目指す。
08. （外部）木材を微粉砕して原料とする牛の木質飼料ペレットの研究開発のためのプロジェ
クト
(諸700)
（継続課題）
スギ間伐材、端材等の未利用残材を省エネルギー型微粉砕機で平均粒径10∼50μmまで
微粉砕することにより、リグニンを機械的に破壊すると共にセルロースを非晶化して牛が
木材の糖質を消化できるようにする（糖化率 80％以上）。この微粉末を加圧成形して木
質飼料ペレットを製造する。
本木質飼料ペレットのミニマムコストでの製造法の確立と乳牛の飼育試験による飼料設
計を行い、事業化を目指す。
期間：平成２３年度∼平成２５年度
期間：平成２３年度∼平成２５年度
09. （政策）始原生殖細胞及び比内鶏判定マーカーを用いた比内鶏復元
技術の確立
506
（継続課題）
比内鶏は本県の貴重な遺伝資源であるが、高病原性鳥インフルエ
ンザ（ＨＰＡＩ）等による伝染病感染の危険にさらされている。
比内鶏がＨＰＡＩに感染し、すべて処分された場合には、本県の
特産鶏である比内地鶏の生産は不可能となる。
伝染病等の感染前に貴重な原種鶏の遺伝資源を細胞レベル（始原
生殖細胞）で保存し、比内鶏を復元できる技術を確立する。
09. <終了>
期間：平成２２年度∼平成２４年度
10. （外部）ソフトセルロース利活用モデル事業
2,269
（継続事業）
本事業は、農村の地域資源であるソフトセルロース系原料を利活
用して、農村の振興を図るとともに、ソフトセルロース系原料から
効率よくバイオ燃料を製造する技術の確立を目的としている。
本県では、農林水産省からソフトセルロース利活用モデル地区の
指定を受け、（社）秋田県農業公社が事業実施主体となり、①稲わ
らの収集・運搬、②バイオ燃料の製造、③バイオ燃料の使用など３
つの実証を行うこととしている。
期間：平成２０年度∼平成２４年度
10. <終了>
700
700
計上額の概要
（単位：千円）
平 成 2 4 年 度 予 算 概 要
11. （外部）遺伝子発現調節による和牛肉の不飽和度向上技術の確立
440
（継続課題）
和牛肉の美味しさの重要な要因である筋肉内脂肪の不飽和度（不
飽和脂肪酸割合／飽和脂肪酸割合）が近年低下しているが、不飽和
度を高める肥育技術は未だ確立されていない。また、牛肉の不飽和
度は牛の個体差や生産者間の技術差が大きく影響する。高価な和牛
肉に対する消費者の信頼を得るためには、不飽和度が高くて美味し
い和牛肉を安定的に生産する技術を開発し、これらの問題を解決す
る必要がある。既往成果により、牛肉の不飽和度に関しては不飽和
化酵素の遺伝子発現の重要性が示唆されたことから、遺伝子発現量
も着目した不飽和度向上技術を開発する。
期間：平成２１年度∼平成２４年度
要
11. <終了>
求
の
概
要
計 上 額
計上額の概要
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